
平成２９年度 学 校 評 価 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自己評価 学校関係者評価 次年度への課題と
今後の改善方策

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見

［１］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
学習指導の充実
向上と進路指導 ①授業時数の確保に ① 授業時数の確保率を 78%以上 (評定)
の充実 努める。 にする。

②よくわかる授業を ② -1 授業に対する満足度「ほぼ (所見)
実施し，学習意欲 満足」以上が 80 ％以上とす
を高め，確かな学 る。
力の向上に努め
る。 ② -2 普通科の家庭学習平均時間

が，１・２年生は３時間以上，
３年生は４時間以上をめざ
す。

③進路相談を充実 ③ -1 進路検討会を年間３回以上
し，生徒一人一人 行う。
の進路実現を図
る。 ③ -2 個別面談を各学期 1回以上実

施する。

③ -3 国公立大学への合格者を実
数で 100名以上にする。

③ -4 商業科において，全商１級
３種目以上取得者 40 ％以上，
就職内定率 100 ％とする。

④学校図書館が生徒 ④ -1 図書貸出冊数を昨年度より 5
および教職員の図 ％増やす。
書の利用に供する
ことによって，学
校の教育課程の展 活動計画 活動計画の実施状況
開に寄与し，生徒
の健全な教養を育 ① 学校行事を精選するととも
成する。 に，欠講時間については可能

な限り繰替授業にする。

② -1「学力向上委員会」を各学期
１回以上実施し，学力向上の
ための方策を検討する。

② -1 相互授業参観や授業研究会，
職員研修等を年間 2 回以上実
施して授業力の向上を図る。

② -1 授業評価アンケートを行い，
その結果を授業改善につなげ
る。

② -2 生活記録や生活実態調査を



通して各クラスの生徒の状況
を把握し，特に学習時間の確
保ができるよう助言する。生
活記録の全員提出をめざす。

② -2 放課後等に自習を行える環
境を整え，主体的な学習活動
ができるようにする。

② -2 集会や面談等において学習
時間の確保とその重要性を指
導する。学習計画を立て，生
活記録を書く習慣をつけさせ
る。

③ -1 進路指導検討会で模試等の
分析を行い，その後の学習指
導に役立てる。

③ -2 担任は面談をとおして生徒
が適切な進路選択をできる
ように指導する。

③ -3 担任と進路課が連携し，適
切な進路指導を行う。

③ -4 資格試験の受験を勧める。
また，インターンシップ等
体験的な活動を行う。

④ -1 図書，視聴覚教育の資料，
その他学校教育に必要な資料
を収集，整理する。

［２］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
中高一貫教育の
推進 ①中高教職員が連携 ① -1 ESD（持続可能な開発のため (評定)

して指導内容の工 の教育）活動について連携し，
夫改善に取り組 合同の講演会や発表を年 2回
み，生徒の個性や 以上行う。
能力を伸長させ
る。 ① -2 中高教職員による相互授業 (所見)

参観や中高合同研修会を年 2
回以上実施する。

① -3 複数の科目において中高教
職員による授業交流を実施す
る。

① -4 中高一貫教育研究委員会を
各学期１回実施する。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 ESD 活動を計画的に推進す
る。

① -2 中高相互の授業見学，研究
授業及び研究協議を年２回以



上行い，相互の理解を深める。

① -3 数学と英語を中心に中学校
の授業の一部に高校教員が入
ることで，併設型中高一貫教
育のメリットを活かした指導
法や指導体制を検討する。

① -4 各学期の中高一貫教育研究
委員会までに有効で実施可能
な案を検討し，委員会では具
体的な検討ができるようにす
る。

［３］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
人権尊重の意識
・態度を育む「心 ①生徒の自主的な活 ① -1 人権 HR 学習を年６回（３年 (評定)
の教育」の推進 動を推進する。 生は５回）実施する。

① -2「富東人権新聞」を年６回発
行，アピール放送を年２回実
施する。

① -3 生徒対象の人権教育関連行
事を年１回以上実施する。

① -4 生徒対象アンケートで「人
権問題について意識し、差別
をなくすために行動したい」
とする回答合計が 80%以上に
なることをめざす。

② -1 人権問題研修会を教員対象
年３回以上，PTA 対象年１回
以上実施する。

②学校・家庭・地域 ② -2 保護者・教職員対象アンケ
・関係機関との連 ートで「人権を尊重するため
携の緊密化と協力 の様々な取組が行われてる」
体制を構築する。 が 80%以上をめざす。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 人権教育ホームルーム活動
を充実させ，展開等の工夫
をする。

① -2 月 1 回の「富東人権の日」に
「富東人権新聞」やアピール
放送を使って啓発する。

① -3 講演会等の企画の他，ポス
ター・標語の作品展示を通し
て啓発する。

① -4 卒業時にアンケートを実施
し，入学時との意識の変化に



ついて考察する。

② -1 講師を招いての講演会を企
画したり，生徒のアンケート
結果を考察したりして，教職
員の人権意識を高める。

② -2 講師を招いての講演会等の
企画をし，保護者への参加を
呼びかける。

② -2「富東人権新聞」を家庭に持
ち帰り，保護者にも読んでも
らい人権意識の高揚を図る等
の継続的な啓発を行う。

［４］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
豊かな心を育む
生徒指導 ①挨拶，マナー等の ① -1 年間遅刻回数 20 回以上の生 (評定)

基本的生活習慣の 徒を 0人にする。登校日の遅
確立と定着をめざ 刻者 0人の日の割合を 20 ％
す。 以上とする。

① -2 身だしなみをきちんとでき
ていると自己評価する生徒の
割合を 90 ％以上にする。

②いじめや体罰を防 ② いじめと体罰に関するアン
止し，速やかに対 ケートを各学期 1回実施す
応する。 る。

③教育的支援が必要 ③ 支援が必要な生徒に関する
な生徒を学校全体 情報の共有を図る会を各学期
で支えていく体制 1回及び教員研修を年１回実
を確立する。 施する。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 全教職員間で共通理解を図
り，望ましい生活習慣の育成
に努める。多遅刻者には，保
護者への連絡を密にする。

① -2 服装・頭髪・マナーについ
て集会や HRでの指導を通し
て自覚を高める。挨拶の励行
や清掃活動への自主的な取組
を促す。

② いじめ問題について集会や
HR での指導を通して啓発を
行う。

③ 担任・教科担任・学年主任
の連携を密にし，生徒の指導
や支援にあたる。また，外部
講師による教員研修を実施
し，支援を必要とする生徒の
共通理解を図る。



［５］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
特別活動の充実

①部活動や生徒会活 ① -1 生徒会新聞を年 3 回以上発 (評定)
動等で自主的活動 行し，生徒会や各種委員会の
の育成を図ること 活動をＰＲする。
で，文武両道のさ
わやかな校風を樹
立する。 ① -2 球技大会のアンケートで満

足度を 75 ％以上にする。

① -3 部活動に入部していない生
徒を 10 ％以下にする。四国
大会以上の大会への出場部数
を 7 部以上にする。

② -1 学校周辺の清掃ボランティ
アを年 2 回以上実施する。

②ボランティア活動 ② -2 地域のボランティア活動を
を充実させ，心豊 年 4 回以上実施する。
かな人間性を育て
る。 活動計画 活動計画の実施状況

① -1 生徒会活動や各種委員会活
動を活発にする。

① -2 球技大会はアンケートで種
目を決定し，生徒が主体的に
運営する。

① -3 中高の部活動の交流を活性
化させることで，協同の精神
を育成する。部活動紹介等を
充実させることで入部率を上
げる。

② 地域の防災避難訓練，成人
式等のボランティア活動を通
して社会貢献の意識を高め，
奉仕の精神を育成する。

［６］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
心身ともに健康
・安全をめざす ①心身の健康管理と ① -1「ほけんだより」を年 8 回以 (評定)
環境教育・安全 健康増進の積極的 上発行する。感染症予防啓発
教育・食育の推 指導を推進する。 を年 3回以上行う。
進

① -2 学校保健委員会を充実させ，
年 2 回以上実施する。



②高校期によりよい ② -1 夏期休業中の健康力アップ
食習慣を身につけさ 30 日作戦を利用して習慣付
せて生活習慣病予防 けを図る
や生活の質の向上を
図る。

② -2 栄養指導の専門家による講
演や指導を年２回実施する。

③防災意識の高揚と ③ -1 避難訓練を各学期 1回以上実
環境美化に積極的 施する。
に取り組む。

③ -2 アンケートで「校内美化活
動に積極的に取り組んでい
る」の割合が 80%以上とする。

③ -3 電気・水道使用量を昨年度
より 5%削減させることをめ
ざす。

④安全な登下校の徹 ④ 交通事故防止に努め重大事故
底をめざす。 年間０件をめざす。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1「ほけんだより」を発行し，
感染症への予防意識を高める
など，健康教育を推進する。
健康診断の円滑な実施を行
う。

① -2 保健委員がこまめに手洗い
石けんやアルコール消毒液の
補充に努める。
保健委員会が中心となり富
東祭での保健展を充実させ
る。

② -1 今年度は、食生活について
の課題やテーマに統一させて
健康力アップ作戦を実施す
る。

② -2 体育祭や球技大会を利用し
て、熱中症予防や食事と健康
について専門家に講演を依頼
する。

③ -1 地震や津波に対する備えや
対策について学び，自助と共
助の精神を養う。多様な訓練
を実施し，命を守るための実
践力を養う。PDCA サイクル
を確立し，より実践的な避難
訓練とする。

③ -2 毎日の清掃活動を「5 分前」



にとりかかる姿勢を身につ
け，校内の環境美化に取り組
む。ゴミ削減のため，モノを
大切に使う精神や分別作業を
徹底するため啓発活動を積極
的に行う。

③ -3 電気・水道使用量を広報し，
節電・節水を呼びかける。

④ 交通マナー，事故防止につ
いて集会や HRで指導を行
う。

［７］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
家庭・地域社会
との連携による ①ホームページを利 ① -1 ホームページのアクセス数 (評定)
「開かれた学校 用して積極的な情 が年間 15 万件以上になるよ
づくり」の推進 報発信を行う。 うにする。

① -2 ホームページの更新回数は， (所見)
年間 150回以上とする。

① -3「ひがし倶楽部」を年 3 回発
行し，小中学校に配布する。

② PTA，同窓会，地 ② -1 PTA 総会の保護者参加率 50
域社会との連携を ％以上をめざす。
図る。

② -2 各学年の「保護者対象進路
説明会」保護者参加率 50 ％
以上をめざす。

② -3 中学生体験入学 300 名以上，
公開授業 500名以上，文化祭
一般公開日の来校者数 は，
昨年度超え（1000 名以上）
をめざす。

② -4 環境や防災に関する講演会，
地域との合同避難訓練の参加
者（保護者及び地域の方々）
の数を合計 100 名以上にす
る。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 更新回数を増やすことで，
アクセス数を増やす。

② -1 学校の各種活動に関心を高
めてもらえるよう HPの活用
を図る。

② -2 進路に関する情報提供を積



極的に行う。

② -3 HP や学校訪問等により，本
校の広報活動を広く行う。

② -4 環境や防災に関する講演会
を各１回ずつ実施し，地域や
保護者に対する啓発に貢献す
る。

② -4 自主防災組織との合同訓練
を行うことで，地域住民との
連携を図り，共助の精神を養
う。

② -4 防災クラブが中心となって
避難経路の清掃を実施し，地
域の美化と安全に貢献する。

［８］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
教職員の資質向
上 ①教職員が自発的・ ① -1 相互授業参観を年 2回以上， (評定)

積極的に校内外の 研究授業及び授業研究会を年
研修に参加し，自 2回以上実施する。
己研鑽に努める。

① -2 教職員が「熱心に授業に取 (所見)
り組んでいる」，「授業に様
々な工夫をしている」と答え
た生徒がそれぞれ 80 ％以上
とする。

① -3 外部講師による職員研修会
を年間 5 回以上実施する。

① -4 校外における研修（指導力
向上研修等）に 10 名以上参
加する。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 授業研究や相互参観授業を
効果的に実施し，授業力向
上に活かす。

① -2 教材研究にあてる時間を確
保し，アクティブラーニン
グや ICTの活用を積極的に
取り入れる。

① -3 教育相談，学力向上等に関
する研修会を実施する。

① -4 校外研修を教職員に広報し，
研修を勧める。



平成２８年度 学 校 評 価 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自己評価 学校関係者評価 次年度への課題と
今後の改善方策

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見

［１］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
学習指導の充実 ①全体的に校長を中心に教 ○分かりやすく，工夫さ
向上と進路指導 ①授業時数の確保に ① 授業時数の確保率を昨年度以 ・１学年の教科の時数で B (評定) 職員が力を合わせ，よく れた授業を展開するこ
の充実 努める。 上にする。 ＋６，ＨＲ活動＋７３， がんばっている。アンケ とを課題としたい。研

総学＋２４であった。 ートにも肯定的な意見が 究授業や参観授業を活
ESD の関係でＨＲ活動 多いが，個々には課題も 用して，授業力向上を
と総学の時数が増加し 多い。マンネリになって 目指すことが重要であ
たと考えられる。 いる面がある。 る。

②よくわかる授業を ② -1 授業に対する満足度「ほぼ ・生徒の授業に対する満 B (所見) ②進学・就職実績はよい結 ○より高い目標を持ち，
実施し，学習意欲 満足」以上が 80 ％以上とす 足度は「おおよそ満足」 果である。生徒の能力を 実現するための努力を
を高め，確かな学 る。 以上が 75%であった。 ・授業時数の確保率 伸ばし，チャレンジの進 した上で，積極果敢に
力の向上に努め については，教科 路希望を実現させる体制 チャレンジしていくこ
る。 ② -2 普通科の家庭学習平均時間 ・1年生は 4 月 2.3 時間， B の時数でほぼ昨年 のために，保護者の理解 とが課題である。その

が，１・２年生は３時間以上， 6月 3.1時間，9月 2.4 通りの時間を確保 とともに教職員の意識と ためには生徒の進路相
３年生は４時間以上をめざ 時間，11 月 2.1 時間， することができ 力量を上げていくことが 談をさらに充実させる
す。 年平均 2.5 時間，2 年 た。 必要である。全国の動き とともに，保護者に対

生は 4 月 2.3 時間，6 を見ながら，どういう教 してもあらゆる機会を
月 3.2時間，9月 2.6時 ・授業に対する満足 育をするのか学校の進む 捉えて発信していくこ
間，11月 2.6時間，年 度が「おおよそ満 べき方向を考えていくべ とが重要である。
平均 2.7 時間，3 年生 足」以上が 80%に きである。
は 4月 2.6時間，6月 届かなかったのは ○読書，新聞を読む割合
3.9 時間，9 月 3.7 時間， 残念であるが，も ③生徒がお互いに切磋琢磨 を増やすために，図書
11 月 3.6 時間，年平均 う一息なので次年 し，難関大にチャレンジ 委員による読書の啓発
3.5 時間であった。 度はぜひ超えられ していく雰囲気作りをし 活動や授業での図書の

るようにしたい。 てほしい。 活用を活性化させる。
③進路相談を充実 ③ -1 進路検討会を年間３回以上 ・7月 ,10 月 ,12 月 ,1 月の A 図書の充実，インター
し，生徒一人一人 行う。 計 4回行った。 ・「学力向上委員会」④本当に行きたい大学に挑 ネット環境の整備を推
の進路実現を図 は各学期開催でき 戦することが大切で，失 進する。
る。 ③ -2 個別面談を各学期 1回以上実 ・各学期に 1 回以上行っ A ているが，具体的 敗も活きてくる。富東の

施する。 た。 な改善策がないの 独自性を伸ばして，県南 ○「学力向上委員会」を
が現状である。先 の雄として地域の皆さん もっと機能させて，実

③ -3 国公立大学への合格者を実 ・センター試験を課さな 進校を見習うなど に慕われる学校にしてほ 質的に学力が向上する
数で 100名以上にする。 い推薦入試により 6 名 して少しずつでも しい。 ような具体的な方策を

合格した。最終的な国 B 前進させたい。 提案していきたい。生
公立大学合格者は実数 ⑤県内外就職 100%は喜ばし 徒が主体的に学習する
で 98 名であり，昨年 ・授業力向上には い結果である。 環境と雰囲気を整えて
度より 5 名多い。 「研究授業」が効 いきたい。

果的なので 3 学期
③ -4 商業科において，全商１級 ・就職内定率は 100%を にも実施できるよ ○「研究授業」及び授業

３種目以上取得者 40 ％以上， 達成した。1 級 3種目 C うにしていきた 研究会を各学期実施す
就職内定率 100 ％とする。 以上取得者は 12.5%で い。 ることで，個々の教員

減少した。 の授業力向上をはかっ
ていきたい。相互参観

活動計画 活動計画の実施状況 授業を各学期 1 人 1 回
以上複数回実施できる

① 学校行事を精選するととも ・学校行事はほぼ例年どおり ようにしていきたい。
に，欠講時間については可能 の実施であったが，自習に
な限り繰替授業にする。 なった授業は 15 時間減少

した。

B



・進路検討会や個別
② -1「学力向上委員会」を各学期 ・「学力向上委員会」を 1,2 面談の回数および

１回以上実施し，学力向上の 学期に各１回ずつ実施し， 就職内定率につい
ための方策を検討する。 学力向上のための方策を協 ては目標を達成で

議した。 きた反面，家庭学
習時間に課題が残

② -1 相互授業参観や授業研究会， ・相互参観授業及び研究授業 った。特に 3 年生
職員研修等を年間 2 回以上実 ・授業研究会を 1,2 学期に は 4回の調査で 4
施して授業力の向上を図る。 各 1回ずつ実施した。授業 時間以上学習した

力向上に関する職員研修を ことが 1 回もなか
2学期に 1 回実施した。 った。どの学年も

6月がピークであ
② -1 授業評価アンケートを行い， ・授業評価アンケートを 1学 り，これは課題テ

その結果を授業改善につなげ 期に 1 回実施し，2 学期に スト前であったこ
る。 結果を各先生に返して，授 とが理由であると

業改善につなげた。 思われる。

② -2 生活記録や生活実態調査を ・生活実態調査は 1・2 年生
通して各クラスの生徒の状況 は年 5 回，3 年生は年 3 回
を把握し，特に学習時間の確 行った。生活記録は全クラ
保ができるよう助言する。生 スで毎日提出させている
活記録の全員提出をめざす。 が，全員は提出できていな

い。

② -2 放課後等に自習を行える環 ・空き教室がないため，自習
境を整え，主体的な学習活動 室を新たに設定することは
ができるようにする。 できなかった。これまで通

り教室での自習にとどまっ
た。

② -2 集会や面談等において学習 ・各学年集会や各学期の始業
時間の確保とその重要性を指 式および終業式を通じて学
導する。学習計画を立て，生 習時間の確保とその重要性
活記録を書く習慣をつけさせ を指導した。また，クラス
る。 担任による面談での指導も

行った。

③ -1 進路指導検討会で模試等の ・1・2 学期の 3 回の進路検
分析を行い，その後の学習指 討会においてマーク模試と
導に役立てる。 記述模試それぞれの検討を

行った。

③ -2 担任は面談をとおして生徒 ・各学年においてその時期に
が適切な進路選択をできる 応じた目標を提示し，生徒
ように指導する。 一人ひとりの希望や適性に

応じた進路指導を行った。

③ -3 担任と進路課が連携し，適 ・3年生はできたが，1・2年
切な進路指導を行う。 生は進路課との連携が少な

かった。

③ -4 資格試験の受験を勧める。 ・インターンシップ商業科 2
また，インターンシップ等 年生 100%参加。資格試験
体験的な活動を行う。 は部活動公式試合で受験が

できない者以外 ,100%受験。



［２］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
中高一貫教育の ①中高一貫教育のメリット ○ ESD の活動を本校の
推進 ①中高教職員が連携 ① -1 ESD（持続可能な開発のため ・ESD に関する中高合同 (評定) をさらに伸ばして実感で 特色として根付かせて

して指導内容の工 の教育）活動について連携し， 講演会を 3 回実施し きるよう，また，県南に いけるよう，各種講演
夫改善に取り組 合同の講演会や発表を年 2回 た。中高合同課題研究 A なくてはならないオンリ を企画し，課題研究の
み，生徒の個性や 以上行う。 ポスター発表会を 1 回 ーワンの学校にできるよ 発展をはかりたい。課
能力を伸長させ 実施した。 う，合同交流会等を通じ 題研究は外部での発表
る。 て推進してもらいたい。 ができるようなレベル

① -2 中高教職員による相互授業 ・相互参観授業及び授業 A (所見) のものに深めていきた
参観や中高合同研修会を年 2 研修会を 1，2 学期各 1 ②中高一貫教育のメリット い。
回以上実施する。 回実施した。 ・ESD 発表会での はめざす先輩に相談でき

交流を今年度から る体制であり，高校生が ○中高一貫教育のメリッ
① -3 複数の科目において中高教 ・英語と数学については 行えるようになっ 中学生にアドバイスでき トを実感できるよう，

職員による授業交流を実施す 中 3で授業交流を行っ B たのは前進である る機会を作ることが大切 効果があるような中高
る。 ている。他教科につい が，さらに中高一 である。 合同の行事をさらに計

ては実施できていな 貫教育のメリット 画し進めていきたい。
い。 を実感できるよう ③本当の意味での中高一貫 中高一貫教育研究員会

にしていく必要が 教育はどういうものか， における協議を活性化
活動計画 活動計画の実施状況 ある。 活動を振り返って，保護 させ，検討を深めてい

者とともに新しい目標を きたい。
① -1 ESD 活動を計画的に推進す ・今年度から ESD について 作りあげていくべきであ

る。 総合的な学習で実施するこ る。
とになったが，やや時間不
足であった。

① -2 中高相互の授業見学，研究 ・相互参観授業及び授業研修
授業及び研究協議を年２回以 会を 1，2 学期各 1回実施
上行い，相互の理解を深める。 した。

① -3 数学と英語の授業で中高の ・数学と英語の中高相互交流
授業相互交流を行い，併設型 は例年通り数学，英語とも
中高一貫教育のメリットを活 にそれぞれ５時間ずつ実施
かした指導法を検討する。 した。

［３］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
人権尊重の意識 ①生徒に対して多くの活動 ○継続的な啓発・学習が
・態度を育む「心 ①生徒の自主的な活 ① -1 人権 HR 学習を年６回（３年 ・人権 HR学習を年６回 (評定) や経験をさせていること 重要である。法の制定
の教育」の推進 動を推進する。 生は５回）実施する。 （３年生は５回）実施 B により，生徒が前向きに や社会の動きも把握し

することができた。 取り組むことがきている ながら，生徒・保護者
のではないか。 ・教職員が意識を高め

① -2「富東人権新聞」を年６回発 ・「富東人権新聞」を年 (所見) られるよう，年間行事
行，アピール放送を年２回実 ６回発行，アピール放 B ・人権 HR活動は， ②「富東人権新聞」の内容 の時期，内容について
施する。 送を年２回実施するこ 各学年で指導案作 について，保護者と生徒 課内で検討し，充実し

とができた。 成，検討会を学期 が話をすることはいいこ た研修・講演等になる
ごとに行い，共通 とである。さらにその割 よう努めたい。

① -3 生徒対象の人権教育関連行 ・「インターネットと人 理解を図った上で 合を高くしていくように
事を年１回以上実施する。 権」の講演会を実施す B 実施することがで してほしい。 ○「富東人権新聞」の発

ることができた。 きた。内容に関し 行を通じて，家族間で
ても，生徒の実態 ③インターネットによる人 話し合いが持てるよ

① -4 高校３年生の卒業時のアン ・「行動したい」という を踏まえ，話し合 権侵害がよく問題になっ う，今後も機会がある
ケートで「人権問題について 積極的な意見は 20 ％， うことができた。 ている。このことについ ごとに呼びかけを継続
意識し，差別をなくすために 「学習することで意識 C て，さらに意識を高く持 したい。
行動したい」とする回答合計 をするようになった」 つようにしていかなけれ
が 80%以上になることをめざ という前向きな意見が ばならない。
す。 77 ％であった。

B

A



②学校・家庭・地域 ② -1 人権問題研修会を教員対象 ・教職員対象に３回， ・年度当初の教職員
・関係機関との連 年３回以上，PTA 対象年１回 PTA 対象に１回，講演 B 研修会では，新入
携の緊密化と協力 以上実施する。 会等の研修会を実施す 生の意識調査結果
体制を構築する。 ることができた。 をもとに考察し，

新入生第 1 回目の
② -2 保護者対象アンケートで「人 ・「おおよそ当てはまる」 HR活動でグルー

権を尊重するための様々な取 以上の回答が 87 ％で A プ討議を行うな
組が行われている」が 80%以 あった。 ど，生徒の意識付
上をめざす。 けに反映させるこ

とができた。
活動計画 活動計画の実施状況

・３年間の学習で，
① -1 人権教育ホームルーム活動 ・指導案を基に各学年で事前 人権学習の意義を

を充実させ，展開等の工夫 検討会を行い，共通理解を 前向きにとらえる
をする。 図って授業を実施すること 生徒が大半を占め

ができた。 るが，積極的に行
動したいという生

① -2 月 1 回の「富東人権の日」に ・人権教育推進委員と担当教 徒を増やしていく
「富東人権新聞」やアピール 員が話し合いや推敲を重ね ことが今後の課題
放送を使って啓発する。 ながら準備をし，啓発に努 である。

めることができた。
・外部講師を招いた

① -3 講演会等の企画の他，ポス ・富東祭での人権啓発ポスタ 講演会を生徒対
ター・標語の作品展示を通し ー展や富東人権週間での作 象，教職員対象，
て啓発する。 品展示を実施することがで 保護者対象に年間

きた。 1回ずつ実施する
ことができた。

① -4 卒業時にアンケートを実施 ・実施したアンケートを基に
し，入学時との意識の変化に 教職員研修会を行い，今後 ・インターネットに
ついて考察する。 の取り組みについて検討す 関する講演会で

ることができた。 は , 身近な問題
として家族でも

② -1 講師を招いての講演会を企 ・「インターネットと人権」 話し合いたいとい
画したり，生徒のアンケート の講演会を開催したり，新 う生徒の感想が多
結果を考察したりして，教職 入生対象の意識調査の結果 かった。
員の人権意識を高める。 を考察したりし，人権意識

の高揚を図ることができ ・保護者対象の防災
た。 に関する講演会も

同様で，参加して
② -2 講師を招いての講演会等の ・「防災と人権」というテー くれた保護者から

企画をし，保護者への参加を マで PTA 人権教育研修会 家族と話し合いた
呼びかける。 を実施した。57 名の保護 いという意見が挙

者の参加があり，アンケー がっていた。人権
トに回答した 50 名全員が 新聞を通じての啓
「人権問題についての関心 発とともに，家庭
や理解が深まった」と答え で話し合いたいと
た。 思えるような講演

等の企画を考えて
② -2「富東人権新聞」を家庭に持 ・毎回の人権新聞発行時に， いきたい。

ち帰り，保護者にも読んでも 各家庭で話し合う機会を持
らい人権意識の高揚を図る等 つことを担任を通じて呼び ・教職員に対しては
の継続的な啓発を行う。 かけてもらった。 新しい分野の人権

問題についても知
識・理解を深めら
れるような内容を
検討したい。



［４］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
豊かな心を育む ①富東の生徒はよく挨拶を ○年間を通しての遅刻者
生徒指導 ①挨拶，マナー等の ① -1 年間遅刻回数 20 回以上の生 ・年間遅刻回数 20 回以 (評定) してくれる。挨拶，マナ ０人の日が少ないよう

基本的生活習慣の 徒を 0人にする。登校日の遅 上の生徒を 0人にする ー等は社会生活において に思うので，富東タイ
確立と定着をめざ 刻者 0人の日の割合を 20 ％ 事は出来なかったが， B 必要不可欠なものである ムに遅れない指導を学
す。 以上とする。 登校日の遅刻者 0 人の から，さらに向上できる 年団にも協力してもら

日の割合 22.6 ％であ ようにしてほしい。 う。
った。

②いじめ問題については迅 ○不登校傾向が見られる
① -2 身だしなみをきちんとでき ・身だしなみをきちんと (所見) 速な対応が必要不可欠で 生徒が増えてきてい

ていると自己評価する生徒の できていると自己評価 ・基本的生活習慣 ある。生徒の些細な変化 る。成績面だけではな
割合を 90 ％以上にする。 する生徒の割合は 93.6 B （服装・頭髪等） を見逃すことなく，適切 く，本人が本来持って

％であった。 は，大多数の生徒 な対応ができるよう，今 いる良さを生かして生
が出来ている。 後も引き続き全教職員一 活ができるよう取り組

②いじめや体罰を防 ② いじめと体罰に関するアン ・いじめと体罰に関する 丸となって取り組んでほ んでいく。今年度実施
止し，速やかに対 ケートを各学期 1回実施す アンケートを各学期 1 B ・学校評価アンケー しい。 できなかった研修の機
応する。 る。 回実施した。 トで「私は遅刻を 会を設ける。

しない」に当ては ③思春期であるため，アン
まらないと答えた ケートに「悩みを誰に相

③教育的支援が必要 ③ 支援が必要な生徒に関する ・必要とされるときに情 生徒が前年度まで 談しますか」の項目がな
な生徒を学校全体 情報の共有を図る会を各学期 報交換は行われたが， の平均２％から１ かったのは残念である。
で支えていく体制 1回及び教員研修を年１回実 計画をたてていた教員 Ｂ ％に減少した。 勉強のわからない点を相
を確立する。 施する。 研修が実施できなかっ 談できるなら，悩みも相

たので，スクールカウ ・朝練のある部活動 談できる。ながらカウン
ンセラーからの資料提 に協力してもらい セリング（階段をのぼり
供を行った。 富東タイムに遅れ ながら，掃除しながら話

る生徒や遅刻をす を聞く）も有効である。
活動計画 活動計画の実施状況 る生徒も減少し 子どもの心をつかんで，

た。 生徒，保護者ともに相談
① -1 全教職員間で共通理解を図 ・各学期の初めに中･高同日 しやすくなるようにして

り，望ましい生活習慣の育成 に昇降口指導を行った。多 ・公共交通機関での ほしい。
に努める。多遅刻者には，保 遅刻者には，保護者と連携 乗車マナーが身に
護者への連絡を密にする。 を密に取っている。 つくよう JR・生

徒会等と協力しマ
① -2 服装・頭髪・マナーについ ・月に 1 回服装デーを正副担 ナーアップ活動を

て集会や HRでの指導を通し 任で実施した。学年集会で 行った。
て自覚を高める。挨拶の励行 は全教員で服装頭髪検査を
や清掃活動への自主的な取組 実施した。
を促す。

② いじめ問題について集会や ・2学期始業式に啓発を行っ
HR での指導を通して啓発を た。またアンケートの実施
行う。 時等必要に応じて HRで担

任から指導を行った。

③ 担任・教科担任・学年主任 ・スクールカウンセラーにカ
の連携を密にし，生徒の指導 ウンセリングを受けている
や支援にあたる。また，外部 生徒の情報交換はその生徒
講師による教員研修を実施 に関わる教員間では毎回行
し，支援を必要とする生徒の うことができた。
共通理解を図る。

B



［５］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
特別活動の充実 ①部活動の入部率 103％で ○生徒会だけでなく，生

①部活動や生徒会活 ① -1 生徒会新聞を年 3 回以上発 ・各学期に１回程度発行 (評定) 目標を超えており，四国 徒全員が学校行事に積
動等で自主的活動 行し，生徒会や各種委員会の したが，学校行事のア 大会以上の出場部数は目 極的に参加し，活力あ
の育成を図ること 活動をＰＲする。 ンケート結果・球技大 標の倍以上の成果が出て ふれる富東を推進して
で，文武両道のさ 会の結果を報告するに B いる。先生方の指導の成 いくための取り組みを
わやかな校風を樹 とどまった。来年度は 果である。 考える。その中心とな
立する。 学校を活性化する内容 る生徒会の充実と，中

の新聞を発行したい。 ②少しおとなしく，元気が 高の連携を密にした学
ないように感じる。「活 校行事の活性化を図

① -2 球技大会のアンケートで満 ・事前アンケートで種目 (所見) 力あふれる富東」にして る。
足度を 70 ％以上にする。 を決定，生徒会･運動 ・学校行事において もらいたい。

部を中心に円滑に運営 A は，ほとんどのイ ○ごみゼロ運動を環境
できた。事後アンケー ベントを生徒会中 ③地域との合同防災訓練は HR 活動として位置づ
トの満足度は 79.5%で 心に実施すること 今後も続けていただきた け，次年度も継続して
あった。 が出来た。その中 い。中高生と一緒にでき 実施していきたい。領

で，学業との両立 るので喜んでいる。地域 家町との合同防災避難
① -3 部活動入部率 85％以上とす ・部活動紹介・見学の時 が難しいという理 の参加者をさらに増やし 訓練も引き続き実施し

る。四国大会以上の大会への 間を設定し，積極的な 由で生徒会に入ら ていきたい。 ていきたい。その際に
出場部数を 5 部以上にする。 入部を促した。複数入 A ない生徒もおり， 地域住民の方々ととも

部も可能なので，入部 負担にならないよ に避難経路の清掃を行
率 103%を達成できた。 うな生徒会活動の うことで効果的に地域

・各部とも努力し四国大 在り方も課題とな の美化活動に貢献でき
会へ文化部２部，運動 っている。 るのではないかと考え
部９部が出場した。 る。

・部活動においては
②ボランティア活動 ② -1 学校周辺の清掃ボランティ ・ＨＲ活動でゴミゼロ運 全国大会にも文化
を充実させ，心豊 アを年 1 回以上実施する。 動の日を設定し，学校 B 部４部，運動部４
かな人間性を育て 周辺の校外清掃活動に 部が出場した。
る。 取り組んだ。

・ボランティア活動
② -2 地域のボランティア活動を ・領家町との合同防災訓 A や日々の生活の中

年 3 回以上実施する。 練・阿南市シニア体育 で，人のために動
大会・阿南市成人式に くことが人の心を
ボランティアとして参 動かすことをもう
加した。 少し多くの生徒に

理解してもらいた
活動計画 活動計画の実施状況 い。

① -1 生徒会活動や各種委員会活 ・様々な行事に積極的に参加 ・清掃ボランティア
動を活発にする。 する生徒が多かった。 は各学年によって

時期を変えて実施
① -2 球技大会はアンケートで種 ・すべての学校行事において することができ

目を決定し，生徒が主体的に 生徒会を中心として生徒主 た。行動のともな
運営する。 体の運営が出来，事後アン う環境教育をテー

ケートにおいても満足度が マとして次年度以
高かった。 降も継続していき

たい。
① -3 中高の部活動の交流を活性 ・文化部を中心に，中高合同

化させることで，協同の精神 練習や，中３生の高校部活
を育成する。部活動紹介等を への参加を実施した。今年
充実させることで入部率を上 の部活動紹介は少し盛り上
げる。 がりに欠けたので，来年度

へ向けて練り直す。

A



② 地域の防災避難訓練，成人 ・ボランティア活動に参加す ・地域との合同防災
式等のボランティア活動を通 る生徒がほぼ同じメンバー 避難訓練も今年で
して社会貢献の意識を高め， であったように思う。学校 ３回目となった。
奉仕の精神を育成する。 内でももっと機会を作る必 地域住民の参加も

要性を感じた。 年々減少している
が，本校生徒や職
員も自発的な参加
者が少ないのが現
状である。参加者
を増やすためにも
啓発を活発に行っ
ていかなければい
けない。

［６］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
心身ともに健康 ①心身の健康があってこそ，○（食育の推進も含めて）
・安全をめざす ①心身の健康管理と ① -1「ほけんだより」を年 8 回以 ・計画通り発行中であ (評定) 子どもたちは有意義な高 保健委員会を中心に
環境教育・安全 健康増進の積極的 上発行する。感染症予防啓発 る。 ３回は終了，三 A 校生活を送ることができ 「ほけんだより」発行
教育・食育の推 指導を推進する。 を年 3回以上行う。 学期に１回行う予定で る。来年も引き続き啓発 ・学校祭での保健展・
進 ある。 を続けてほしい。 感染症予防への啓発活

動のより一層の充実に
① -2 学校保健委員会を充実させ， ・今年度は１回しかでき (所見) ②避難訓練については，マ 努める。

年 2 回以上実施する。 なかった。 B ・保健委員会を中心 ンネリ化することなく，
に活動を積極的に 子どもが常に危機感を持 ○学校保健委員会との連

②防災意識の高揚と ② -1 避難訓練を各学期 1回以上実 ・１学期に２回，２学期 A 実施してきた。ま って取り組めるようにす 携を密にして，食育の
環境美化に積極的 施する。 に２回実施した。３学 だまだ自主性に欠 ることが大切である。 推進や睡眠と健康の関
に取り組む。 期にも１回実施予定で けるので準備や資 係について学ぶ機会を

ある。 料収集の段階か つくる。
ら，指導していき

② -2 アンケートで「校内美化活 ・「おおよそ当てはまる」 たい。 ○校内美化活動について
動に積極的に取り組んでい 以上の割合が 75.9 ％ C は一人ひとりのさらな
る」の割合が 80%以上とする。 であった。 ・環境においては， る意識の高揚を図るた

ISO 認定校として めに啓発活動を活発に
② -3 電気・水道使用量を昨年度 ・水道使用量こそ減少傾 C 啓発を折に触れて 実施していきたい。と

より削減させる。 向であるが電気使用量 行ってきたが残念 くに清掃用具を大切に
は各月で昨年を上回っ ながら意識が高い 使うなど，ゴミの減量
ている。 とは言えない状況 につながるような取組

である。啓発を継 を行う必要がある。電
③安全な登下校の徹 ③ 登下校中の接触事故年間 0件 ・昨年の大きく下回って C 続するとともに実 気水道の使用量につい
底をめざす。 をめざす。 いるが，4件発生して 効的な対策を講じ ては節度のある使用が

いる。 なければいけな 求められる。エアコン
い。 については使用時間を

活動計画 活動計画の実施状況 明確にするなど具体的
・防災訓練について 方策が必要であると思

① -1「ほけんだより」を発行し， ・ほけんだよりを１０回発行 は毎回想定を変え われる。
感染症への予防意識を高める した。健康診断はその都度 て実施し，臨機応
など，健康教育を推進する。 実施計画を配布し実施後に 変に対処できるよ ○防災訓練については回
健康診断の円滑な実施を行 アンケートを行った。 う工夫を重ねてき 数を重ねるだけではな
う。 た。次年度以降も く，あらゆる状況を設

継続していきた 定してより実践的な訓
① -2 保健委員がこまめに手洗い ・補充は主に清掃分担の生徒 い。 練を行う必要がある。

石けんやアルコール消毒液の が行った。行事の前には保
補充に努める。 健委員が補充をした。 ○通学路の危険な箇所を
保健委員会が中心となり富 ・１学期から準備に取り掛か もう一度見直し，登下
東祭での保健展を充実させ り保健展を実施できた。 校中の接触事故を０件
る。 を目ざしたい。

B



② -1 地震や津波に対する備えや ・各避難訓練において，毎回 ・登下校時の交通事
対策について学び，自助と共 想定を変えて実施した。訓 故が昨年は１２件
助の精神を養う。多様な訓練 練後の意見を次の訓練に生 あったが，富東タ
を実施し，命を守るための実 かすことができた。 イムに間に合うよ
践力を養う。PDCA サイクル うにゆとりをもっ
を確立し，より実践的な避難 て登校するよう
訓練とする。 HRや学年集会等

で注意喚起をし
② -2 毎日の清掃活動を「5 分前」 ・清掃開始の放送は毎日実施 た。目標の０件は

にとりかかる姿勢を身につ できた。省エネ環境委員に 達成でいなかった
け，校内の環境美化に取り組 より呼びかけを行った。 が４件に減少し
む。ゴミ削減のため，モノを た。
大切に使う精神や分別作業を
徹底するため啓発活動を積極
的に行う。

② -3 電気・水道使用量をグラフ ・ ISO コーナーや各教室に掲
化して広報し，節電・節水を 示して呼びかけた。
呼びかける。

③ 交通マナー，事故防止につ ・交通ﾏﾅｰｱｯﾌﾟを年間 2 回実
いて集会や HRで指導を行 施した。各学期に学年集会
う。 で事故防止の指導を実施し

た。

［７］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
家庭・地域社会 ①保護者の意見を参考にし ○ PTA 役員会や PTA 総
との連携による ①ホームページを利 ① -1 ホームページのアクセス数 ・ホームページのアクセ (評定) ながら，学校運営を行う 会などで意見を出し合
「開かれた学校 用して積極的な情 が年間 10 万件以上になるよ ス数は，157,902件 Ｂ ことが大切である。 い，十分検討すること
づくり」の推進 報発信を行う。 うにする。 （4/15 ～ 1/17）だった。 が必要である。

②ホームページをみるとそ
① -2 ホームページの更新回数は， ・ホームページの更新回 (所見) の学校の取組の様子がよ ○より見やすく，わかり

年間 100回以上とする。 数は，年間 163回だっ Ａ ・ホームページの更 くわかる。頻繁に更新さ やすい学校ホームペー
た。 新，アクセス数は， れていると熱心に取り組 ジになるよう改善して

ともに目標を達成 んでいることがうかがえ いきたい。また，更新
① -3「ひがし倶楽部」を年 3 回発 ・ホームページにて，す できた。次年度は， る。保護者，地域の方に 回数をさらに増やせる

行し，小中学校に配布する。 でに計画月に 2回発行 Ｂ 保護者や生徒に， その情報を発信するため よう機会ある度に担当
した。3 回目は，3 月 ホームページの閲 に，さらに更新回数を多 者に依頼していきた
に発行予定。 覧を啓発していく くしてほしい。 い。

ことが課題であ
② PTA，同窓会，地 ② -1 PTA 総会の保護者参加率 50 ・PTA 総会の保護者参加 る。 ③保護者が学校行事に参加 ○各学年の保護者対象進
域社会との連携を ％以上をめざす。 率は，50.5 ％であり， Ｂ することは重要なことで 路説明会の参加率を上
図る。 今年度の目標は達成で ・各学年の保護者対 ある。ＰＴＡ総会以外に げることが課題であ

きた。 象進路説明会につ ももっと保護者に来てい り，そのためには内容
いて，3 年生は参 ただけるよう，いろいろ をさらに充実させ，よ

② -2 各学年の「保護者対象進路 ・1年生は 35 ％，2 年生 B 加率 50 ％を達成 な手立てを考えるべきで り積極的な呼びかけを
説明会」保護者参加率 50 ％ は 46 ％，3年生は 55 したが，1・2年 ある。 行う。
以上をめざす。 ％であった。 生はできなかっ

た。特に 1 年生に ○中学生体験入学に参加
② -3 中学生体験入学，公開授業， ・中学生体験入学 319 名 ついては保護者へ した中学生から，前年

文化祭一般公開日の来校者数 （教員と保護者含む）， の参加の呼びかけ 度の参加者より高い評
は，昨年度超え（中学生体験 公開授業 506 名，文化 B をさらに強めてい 価を得ることが課題で
入学 350名以上，公開授業 500 祭一般公開 1454 名だ きたい。 ある。そのために，体
名以上，文化祭一般公開 1000 った。 験授業や体験部活動の
名以上）をめざす。 内容をこれまでより充

実させる必要がある。

○環境や防災に関する講

B



演会は，実生活のなか
② -4 環境や防災に関する講演会， ・地域の防災訓練には約 ・環境防災の講演会 で生かせるようなテー

地域との合同避難訓練の参加 50 名が参加し，講演 については平日開 マを基本に計画を立て
者（保護者及び地域の方々） 会には３名の保護者が C 催なので保護者の る必要がある。また，
の数を合計 100 名以上にす 参加した。 参加は難しい面も 生徒の進路選択の一助
る。 あるが，きちんと となるようなテーマ設

生徒から保護者へ 定も重要である。また，
活動計画 活動計画の実施状況 案内が届いている 講演会のふりかえりを

のか不透明であ HR 活動として位置づ
① -1 更新回数を増やすことで， ・更新回数は増えた。アクセ る。その指導を徹 けたい。

アクセス数を増やす。 ス数も，目標（10万件以 底していきたい。
上）を達成できた。 防災訓練について ○防災クラブの活動は地

は保護者への案内 域との連携は定着して
② -1 学校の各種活動に関心を高 ・教育活動の発信について， ができていないの きたので，それをさら

めてもらえるよう HPの活用 教員の意識と保護者・生徒 で，次年度は行い に発展させたい。避難
を図る。 の意識に開きがある。閲覧 たい。 所運営や防災キャンプ

の啓発が課題。 等，これまで実施でき
ていないような活動を

② -2 進路に関する情報提供を積 ・各クラスに進路雑誌を配付 通して，生徒・職員の
極的に行う。 するなどして情報提供に努 意識の高揚に努めた

めた。 い。

② -3 HP や学校訪問等により，本 ・学校の活動状況を適切に発
校の広報活動を広く行う。 信しているかとの問いに，

よく当てはまる，おおよそ
当てはまるを合わせると，
教員 81.4％，保護者 76.9
％，生徒 65.3 ％であった。

② -4 環境や防災に関する講演会 ・ESD に関連して環境に関す
を各１回ずつ実施し，地域や る講演会は３回実施した。
保護者に対する啓発に貢献す 防災講演会は７月に実施し
る。 た。

② -4 自主防災組織との合同訓練 ・11 月６日に実施した。本
を行うことで，地域住民との 校からは中高防災クラブ員
連携を図り，共助の精神を養 と各部活動有志の約 100 名
う。 が参加し，地域住民は約 50

名が参加した。救命講習を
はじめ，避難所設営や炊き
出しなど有意義な訓練が実
施できた。

② -4 防災クラブが中心となって ・ごみゼロ運動と連携し，地
避難経路の清掃を実施し，地 域の清掃活動を行った。
域の美化と安全に貢献する。



［８］ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
教職員の資質向 ①アクティブラーニングは ○ ICTの活用やアクティ
上 ①教職員が自発的・ ① -1 相互授業参観を年 2回以上， ・相互参観授業及び授業 (評定) ロジカルシンキングを定 ブラーニングなど授業

積極的に校内外の 研究授業及び授業研究会を年 研修会を 1，2 学期各 1 B 着させるため，小学校か 改善に積極的に取り組
研修に参加し，自 3回以上実施する。 回実施した。 らやるなど長期的な取り む教員はまだまだ多い
己研鑽に努める 組みが必要である。大き とはいえない状況であ

① -2 教職員が「熱心に授業に取 ・「熱心に授業に取り組 (所見) な流れとなっている高大 る。さらに増やしてい
り組んでいる」，「授業に様 んでいる」とする生徒 ・今年はアクティブ 接続の視点も考慮して， けるよう， ICTの環境
々な工夫をしている」と答え は「おおよそ当てはま ラーニング等の希 研修をさらに進めて，試 整備を進め，アクティ
た生徒がそれぞれ 80 ％以上 る」以上が 83%，「授 B 望研修が多くあ 行錯誤しながら今後の指 ブラーニング及び高大
とする。 業に様々な工夫をして り，職員に案内し 導を考え改善していくこ 接続に関する校内外の

いる」とする生徒は「お たが，あまり希望 とが大切である。 研修の機会を増やし奨
およそ当てはまる」以 者はいなかった。 励していきたい。
上が 73%であった。 もっと積極的に校

外研修に参加でき ○授業力向上セミナーに
① -3 外部講師による職員研修会 ・ESD，情報セキュリテ るよう，呼びかけ 参加する教員が固定さ

を年間 5 回以上実施する。 ィ，救急救命，人権教 と雰囲気作りを行 れつつあることが課題
育，学力向上について B いたい。 である。今年参加でき
職員研修会を各 1 回， なかった教員を中心に
計 5回実施した。 ・校内では，多忙な 参加を呼びかけていき

中であるが，さら たい。
① -4 校外における研修（指導力 ・教員対象授業力向上セ に効果的に研修を

向上研修等）に 10 名以上参 ミナーにのべ 12 名が 実施して，大きく
加する。 参加した。内訳は夏期 授業力が向上する

教育研究セミナーに英 ように努めたい。
語 4名 ,国語 2 名 ,数学 A
2名 ,地理歴史 1名 ,理
科 1名 ,冬期教育研究
セミナーに国語 2 名で
ある。

活動計画 活動計画の実施状況

① -1 授業研究や相互参観授業を ・相互参観授業及び授業研修
効果的に実施し，授業力向 会を 1，2 学期各 1回実施
上に活かす。 した。今後も授業力向上の

ための活動を計画していき
たい。

① -2 教材研究にあてる時間を確 ・ ICTの活用やアクティブラ
保し，アクティブラーニン ーニングなど授業改善に取
グや ICTの活用を積極的に り組んでいるとする教職員
取り入れる。 で「おおよそ当てはまる」

以上が 77%であった。

① -3 教育相談，学力向上等に関 ・３学期に教育相談の研修会
する研修会を実施する。 を計画していたが行事等の

都合で実施することができ
なかった。

・学力向上の研修会は 12 月
に実施した。

① -4 校外研修を教職員に広報し， ・学力向上に関する校外研
研修を勧める。 修を広報し，研修を勧めた。

B


